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平成 27 年 9 月 24 日 

 

各      位 

  

会社名 株式会社Ｔ＆Ｃホールディングス 

代表者名 代表取締役 田中茂樹 

 （コード番号 3832） 

問合せ先 取締役   松本貞子 

 （TEL. 03-5443-7489） 

 

 

（開示事項の変更）西安国際康復医学中心有限公司との合弁会社設立を伴う業務提携契約の 

内容一部変更に関する覚書締結及び入金確認のお知らせ 

 

当社は、平成 27 年 8 月 29 日に開示しました「西安国際康復医学中心有限公司との合弁会社設立

を伴う業務提携に関する契約締結のお知らせ」の契約内容について、一部変更する旨平成 27 年 9 月

22 日付で決定し、同日内容一部変更の覚書を西安国際康復医学中心有限公司（以下、西安国際社）

と締結しました。また、上記契約に基づく入金の確認ができましたのであわせてお知らせします。 

 

記 

 

1. 合弁会社設立を伴う業務提携契約の内容一部変更に関する覚書締結の理由 

当社は、平成 27 年 8 月 28 日に西安国際社との間で、合弁会社設立を伴う業務提携契約を締

結しましたが、契約実行を円滑に進めるため、契約内容の一部を変更することとなりました。

具体的には、下記のように、手続きが煩雑である中国からの送金を迅速化し、現時点で可能と見

込める実行時期をあらためて設定するものであり、また、上田因子の臨床試験を促進し、早期に

中国での薬事承認等の許認可取得の円滑化を図るものであります。 

 

2. 覚書の内容 

① 原契約において、西安国際社は、原契約の効力発生日に、当社に対し 2,000 万円の契約金を

支払うとしていたが、9 月 30 日までに当社子会社である北京天安徳喜医療科技有限公司の

口座へ支払うものとする。 

② 原契約において、当社は、西安国際社との共同出資で本事業展開のため上田細胞工程研究院

有限公司（以下、「新会社」とする。）を 9 月 30 日までに中国に設立するとしていたが、10

月 31 日までに設立するものとする。 

③ 原契約において、新会社は、新会社設立の 5 日以内に契約書調印、調印日から 5 日以内に

当社に対し、技術の独占使用権の対価として 1 億 3,000 万円を支払うとしていたが、新会社

設立時期が遅れる場合には、西安国際社が新会社に代わって 11 月上旬に支払うものとする。

ただし、中国政府の法令規則や審査が原因で遅延した場合を除く。 

④ ②又は③或いは両方が履行されない場合、西安国際社は当社から提供されたものをすべて当

社に返還するとともに、当社は原契約書及び本覚書に規定された義務の履行を全面的に中止

する。 

⑤ 原契約において、当社は新会社に大中華地域において技術の独占使用権及び生産権を付与す

るとしていたが、これに韓国地域における独占使用権を付与し、日本の鹿児島における使用
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権を付与することを加える。 

⑥ 原契約において、当社は西安国際社に大中華地域において独占販売権を付与するとしていた

が、これに韓国地域における独占販売権を付与し、日本の鹿児島における販売を許可するこ

とを加える。 

⑦ 臨床試験に使用する上田因子は当社が無償で提供する。 

                                                           

3. 今後の見通し 

本覚書締結による当社業績に与える影響はありません。今後の取組みの状況により業績に与え

る影響が生じた場合には速やかにお知らせいたします。 

   なお、上記 2.①の契約金 2,000 万円は既に北京天安徳喜医療科技有限公司の口座へ入金され

ました。 

 

以 上 


